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検査の実施にあたっては，前提として，日本歯科医学会の「筋電計によ

る歯ぎしり検査実施に当たっての基本的な考え方」，および，ウェアラブ

ル筋電計（株式会社ジーシー）に添付の使用説明書に従ってください．



データ取り込み

解析準備

解析区間設定

データ観察/解析

解析結果の保存

ウェアラブル筋電計による睡眠時歯科筋電図検査の流れ

筋電計

貸し出し

筋電図測定 ［詳細はP2～3に記載]

自宅で

測定

装置の

回収

臨床診断：歯ぎしり，

または，歯ぎしり疑い

問診・口腔

内所見等

臨床所見と臨床診断名（疑

いも可）をカルテに記載

臨床診断

筋電図データ解析（W-EMG Viewer） ［詳細はP4～9に記載]

W-EMG viewerの起動/microSDカードをPCに挿入

USBライセンスドングル差し込み

解析区間設定/除外区間選択

基線部分の選択/最大咬みしめ部分の選択

記録筋電図波形・・・EDFファイル

解析結果・・・CSVファイル

解析結果表示

解析結果を印刷・カルテに添付 or カルテに記載

解析実行

波形表示/波形の観察

患者登録・選択/データ選択

測定開始時間入力/データ取り込み
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ウェアラブル筋電計使用手順 ID No.測定日 : 年 月 日
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表示灯

電源スイッチ

1． 装置の電源を入れる

□ 1) 充電済みの電池が入っている

時 分

□ 2) microSDカードが奥まで入っている

□ 3) 電源スイッチをONの位置にずらす

□ 4) 表示灯が3秒間隔で緑色に点滅する
のを確認

□ 5) スイッチを入れた時刻を記入

microSD
カード

□ 咬筋部分の確認
（指先を頬にあて，
奥歯をくいしばり，
頬の膨らむとこ
ろ）

2． 貼る場所を拭く
□洗顔後，貼る場所
の皮膚をアルコー
ル 綿 か ウ ェ ッ ト
ティッシュでよく拭く
（アルコールに過敏
な方はアルコール
綿は使用しないでく
ださい）

3． 装置の裏面に導電性ゲルテープを貼る  □

①黄色の台紙
をはがす

② 3つの円形のゲル
シートが3つの金属電
極を覆うように貼る

③透明の台紙を
ゆっくりはがす

④電極用ゲルシートがはが
れていないことを確認

□ 筋電計を皮膚に貼り付ける

わずかに前方に傾けた向き

4． 皮膚に貼り付ける 装置貼り付
け直後に基
本動作を行
う ・・・・・・・

次ページへ

   



7. 就寝

・基本動作から30分以上寝つかないで起きてい

た時は，眠りについた時間を記入してください

・就寝時トイレなどで起き上がった時は，その時

刻を記入してください

翌朝

ID No.測定日 : 年 月 日
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6. 夜寝る直前の基本動作

① 10秒間あごの力を抜いた状態で安静に

② ３秒間，力いっぱいくいしばる

② カチカチと中くらいの力で５回咬む

③ ３秒間，力いっぱいくいしばる

□ 布団に入る直前に座った状態で①～④を行う

基本動作

時 分

基本動作を終えた時刻を記入

5． 貼り付け後の基本動作

① 10秒間あごの力を抜いた状態で安静に

② ３秒間，力いっぱいくいしばる

② カチカチと中くらいの力で５回咬む

③ ３秒間，力いっぱいくいしばる

□座った状態で基本動作①～④を行う

基本動作

時 分

基本動作を終えた時刻を記入

8. 起床時の基本動作

① 10秒間あごの力を抜いた状態で安静に

② ３秒間，力いっぱいくいしばる

② カチカチと中くらいの力で５回咬む

③ ３秒間，力いっぱいくいしばる

□ 朝，目覚めたらすぐに座って基本動作を行う

基本動作

時 分

基本動作を終えた時刻を記入

□ 1) 基本動作終了後５分以上経ったら，筋電計をはずす

□ 2) 筋電計のスイッチをＯＦＦの位置にずらす

□ 3) 装置をしまう

9 測定終了

時 分

スイッチを切った時刻を記入

（  ：  ～  ：  ）

（  ：  ～  ：  ）

（  ：  ～  ：  ）

（  ：  ～  ：  ）



患者登録/患者選択

データ選択

新規登録（登録済みの

場合はリストから選択）
microSDには，データがスイッ

チのON～OFFごとに1つの

フォルダにまとめられている

表示データ（スイッチのON

～OFFで1データ）から選択

スイッチONの日付

と時間を入力

取り込まれて作成された作業

ファイルがリストアップされる

解析するファイルを選択

データ取り込み

データの入っているド

ライブかフォルダを開

いてOKボタンを押す

P4

※作業ファイルの全範囲の波
形を汎用波形ファイル（EDFファ
イル）形式で出力をできる

※作業ファイルをコ
ピーして，データ選択
リストに追加できる

microSDカードの挿入されて

いる場所を指定してください

データ取り込み

開始



波形表示/区間選択

区間選択画面

初期設定値を消去す

る場合はその行を選び

クリアボタンをクリック

ダブルクリッ

クで入力済み

区間変更へ

新たな除外区間設定

（トイレ，ノイズ等）は

空欄をダブルクリック

基線の選択：

就寝前の安静部分

5～10秒間を選択

就寝時基本運

動後30分間を

除外

起床時基本

運動前の15

分間を除外

1 h

就寝，起床付近の除外区間の初期設定値：電源ON～45分間/電源OFF前45分間

就寝時，起床時の基本運動を基準に設定 [文献1]

トイレに起きたなどの自

己申告の時間帯も除外

寝付けなかったとの自己申告

の場合はその時間帯も除外

最大噛みしめ

部分の選択
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※除外区間や基線の自動抽出方法の初期設定は
共通設定の解析方法条件で変更することができる

※波形処理，抽出基準の初期設定を個別設定で変
更することができる（解析しているデータ限定の設定）



睡眠時ブラキシズムの筋電図波形の分類

波形群の定義 ［文献2，3］

Phasic エピソード： 3つ以上のphasic バースト

Tonic エピソード： 1つ以上のtonic バースト

Mixed エピソード： phasic とtonic の混合

バースト間隔が3秒未満

1つのエピソード

波形自動抽出条件

振幅が基線の2倍以上，持続時間0.25秒以上 ［文献4，5］

（※他の抽出条件が必要な場合は「共通設定画面」の解析方法条件や「区間選択画
面」 の右上ボタンの「個別設定画面」で変更できる ［P5参照］）

相動性
phasic波形（ﾊﾞｰｽﾄ）

2 s 以上 

持続性
Tonic波形（ ﾊﾞｰｽﾄ）

0.25-2 s 2 s

Phasic エピソード Tonic エピソード

Mixed エピソード Mixed エピソード

波形抽出条件

5 s

5 s

5 s

5 s
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区間情報の保存/解析実行

※対策

事前にデータ選択画面で解析

済みの基データをコピーして

から解析する［P4参照］

1 h
抽出波形マーク表示モード

絶対値化・平滑化波形表示モード

時間軸拡大

2 s

2 s

2 s

2 s

抽出波形表示

各種操作ボタン

共通設定・・・初期
設定の変更など

拡大・縮小後の表示の中心にしたい位置でダ
ブルクリックするか，▲をドラッグで移動する

縦軸（振幅）
拡大縮小

基線を上下中央
に合わせて表示

横軸（時間）
拡大縮小

波形表示モード変更

「区間情報を保存し，解析を行

います」を実行

※注意

解析済みのデータでは，過去

の解析データに上書きされる
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※解析済みの作業ファイルの全範囲
の波形を汎用波形ファイル（EDFファイ
ル）形式で出力をできる［P4参照］



全抽出波形解
析情報の表示

波形数などの数値結果だけで

なく，波形の連続性やリズム

性など波形全体の形態的特徴

を，適宜表示を拡大し，よく観

察することも重要［文献6］

・Phasic波形の連続性

・Tonic波形の長さ

・Phasic波形主体か，Tonic波

形主体か ・・・・など

※典型的なグラインディング

（歯をこすり合わせる歯ぎしり）

は連続したphasic波形を示す

抽出波形の観察

5 s

2 s

データ解析と結果表示

抽出波形のピーク
値平均（%MVC値）

エピソード数（/h）

簡易結果表示

詳細結果表示
全波形解析情
報のCSV出力可

指定の行の波
形部分を表示

リズミカルな頻回のphasic波形の連続の例

長時間持続の波形の例

エピソード数（/h）

印刷してカルテに添付 

または， 結果の数値をカルテに記載
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解析結果の解釈

波形回数（エピソード数）の判定基準値

SBの臨床診断がついた外来患者の睡眠

時筋電図結果の重度分布（n=40）

ヒストグラムと各グラフ上段の箱ひげ図

で表示

波形結果の重度分布

基準値を超えるかどうかだけでなく，基準値以上でどの程度の数値かにも注目する．波形解

析項目の度数分布については，下記の参考資料がある ［文献9］．
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参考資料

1時間当たりの歯ぎしりエピソード数が4以上の場合は歯ぎしり患者の可能性が高い［文献7，

筋電計による歯ぎしり検査実施に当たっての基本的な考え方（令和2年3月 日本歯科医学

会）］

【参考】音声ビデオ付き睡眠ポリグラフ（PSG-AV）と比較した妥当性試験論文［文献5］では，

「5.5/h」以上」がPSG-AV検査でSB患者とされる「2/h以上」に相当するとされている．日本歯

科医学会の「筋電計による歯ぎしり検査実施に当たっての基本的な考え方」で「１時間当たり

の歯ぎしりエピソード数が4以上」と閾値を下げてあるのは，SBの日間変動［文献8］を勘案し，

検査で1晩しか測定しない場合に閾値付近のSB患者を日間変動により見逃してしまうことを避

けるためである ［文献6］．

P9

Kudo et al. CRANIO 2023;16;1-13
［文献9］より引用
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